
別紙様式

【平成26年】

【平成28年4月1日】 1箇所

【平成28年5月1日】 16箇所

【平成28年4月1日】 1箇所

【平成26年】 2箇所

1

佐渡圏域重点取組方針進行管理表（平成２７年度実績）

重点課題 在宅医療

Ⅰ　施策の展開

在宅医療推進の
ため、研修や連携
会議等の実施に
より、医療と介護
の連携した総合
的なサービスが提
供できる体制を構
築します。

目標

現状より増
加させる

数値目標
目標（値）
【年度】

実績数値又は施策の進捗状況（実績）【年
度】

・在宅訪問診療及び訪問看護実施箇
所数　（現状数値 H23年）
　病院：診療　3箇所、看護　2箇所
　診療所：診療　6箇所、看護　4箇所
　歯科診療所：診療　7箇所

・訪問看護事業所数
　　1箇所（現状数値 H23年）

・訪問薬剤管理指導をする薬局数
　13箇所（現状数値 H26年7月1日）

年月日
H28.6.1

１　連携体制の構築
　多職種連携による協議会及び日常生活圏レベルでの協議を行い、在宅医療推進に
関する課題の整理に努めると共に在宅医療に係る資源確保について検討する。
　入退院調整ルール及び情報提供書についての検証を進め、スムーズな医療・介護連
携に向けた協議を行う。
　ひまわりネットの活用に向け、佐渡地域医療連携推進協議会との連携に努める。
２　人材の育成
　関係機関の意識醸成に向けた研修会を開催する。

施策
（県・市町村）

・訪問リハビリテーション事業所数
　　1箇所（現状数値 H23年）

・在宅看取りをしている診療所数
　　2箇所（現状数値 H20年）

・さどひまわりネット参加施設・加入者
数　（現状数値 H26年）
　参加施設：75施設
　加入者：14,020名

病院
診療所

歯科診療所

75施設

診療 看護
3箇所 1箇所

14，987名

8箇所 2箇所
6箇所

参加施設 加入者数



別紙様式

１　連携体制の構築、人材育成
　今後、介護保険制度における市の地域支援事業として医療・介護連携を進めていくこ
ととなるため、佐渡市と連携しながら地域包括ケアシステムの構築や人材育成に努め
る。
　在宅医療推進センターの設置に向け働きかけると共に、基幹包括支援センターとの連
携について検討を進める。
　ひまわりネットの活用に向け、佐渡地域医療連携推進協議会との連携に努める。

今後の対応

Ⅱ　評価等

１　連携体制の構築
　在宅医療連絡協議会では在宅医療の推進に向けた地域の実態や課題、各機関が取
り組んでいることを情報共有すると共に、他圏域での取組についても学習した。
　平成27年4月から本稼働した「入退院調整ルール」について、半年後実施した調査で
は入院時情報提供率が飛躍的に向上し、退院時調整漏れも減少した。
＊ルール稼働後の比較　退院連絡（なし及び直前）：稼働前45.7％→稼働後34.8％
　　　　　　　　　　　　　　　　入院時の情報提供：稼働前15.5％→稼働後80.6％
　また、ルールの策定を通して、退院後に在宅に戻らず施設入所される方も多くいる実
態が明らかになったことから、病院と入所系施設の調整担当者との連絡会議を開催し、
情報共有を行った。加えて在宅療養患者の支援の在り方について、まずはがん患者の
在宅療養に関係する医療・介護関係者とともに検討を行った。
　各種協議会や研修会において、ひまわりネット加入促進に向けた協議を行った。ま
た、ひまわりネット事務局では定期的な「ユーザー会」を開催し、利用施設への情報提
供や利用促進を行っている。
２　人材の育成
　佐渡地域における在宅医療推進に向けた各機関の取組を情報共有すると共に、日常
生活圏単位での課題を検討するため、「佐渡地域在宅医療推進のための多職種連携
研修会」を開催した（135名参加）。また、「在宅療養患者支援者研修会」を開催し、緩和
ケアや終末期の患者支援について関係機関の情報共有を行った。（72名参加）

施策に対する
分析・評価

１　連携体制の構築
　今後、地域医療構想の策定や地域医療介護総合確保基金による各機関の取組が進
められていくことから、引き続き情報共有の場を設けていく必要がある。また、入退院調
整ルール等の検証や入所施設との連携、在宅療養患者の支援を検討していく中で、関
係者の連携促進を図っていく必要がある。
　ひまわりネット加入者は着実に増えているものの、本来情報共有が必要な患者が加入
していないなどの声もあることから、ひまわりネット事務局と連携しながら普及啓発を行っ
ていく必要がある。
２　人材の育成
　訪問診療や訪問看護等サービス資源が乏しい中で、いかに効率的な医療提供体制
を整えていくべきかを考える中で、各関係機関の在宅医療推進に対する意識向上を
図っていく必要がある。

課題


